
 

 

中部イノベネット 

産業技術の芽 
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    生物素材の品質を見えない光で簡単に視る！ 

時間分解・空間分解分光法を基礎技術としたロバストな生物素材材質評価装置の

開発 

技術分野分類  7５02：農業環境・情報工学                      

技術キーワード  Ｂ：非破壊計測                      

産 業 分 類  Ａ－０１，Ａ－０２：農業・林業                  
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容 

 

概  要 

 

時間分解・空間分解分光法を駆使し、（ゴムの原料となる）ラテックス中の

可視・近赤光の吸収・散乱特性を把握した。これにより TFDRS 法によるラテ

ックスの非破壊計測が可能となった。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

可視・近赤外分光法が農産物の非破壊計測に有用であることはよく知られて

いるが、これらの解析にはケモメトリックスが用いられ、半ばブラックボック

ス的に品質が評価されている。本手法では、試料中の散乱特性を把握すること

で、試料の散乱特性に影響を受けないロバストな計測システムを開発できる。 

本技術の 

有用性 

光源として LED を使用することで、可搬型・安価な計測システムの開発が

可能となる。また、本手法は試料の散乱特性の影響を受けないためロバストな

計測システムである。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

  
 

TFDRS の概略図 TFDRS によって得られた値(相対吸光度)

とラテックス品質(TSC との関係)。非常に

高い相関関係がえら得た。 
 

適用可能製品 
果実等農産物の簡易糖度検査装置、木材の簡易品質計測装置、 

（牛乳やラテックスなどの）高散乱農産物の簡易品質計測装置 
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